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1929年5月に脱稿 した オ リジナルSanctuaryの原稿を調 べると,こ の作品
が1930年末 の書 き直 しに よってその本質に何か重大な変更が加え られたな どと
い うこ とは全 くな く,書 き直 し前 も書 き直 し後 も等 しく一 つの主題一 人間に
おけ る精神の無垢 の貴 さ,に ついて語 ってい ることを知 る。 もう少 し丁寧にい
うな らば,そ うい う無垢の心 とは何 よりもまず外 力に対 して精神をimpervious
にす る ところか ら生 まれ るものであ り,そ れ に間違いはない として も,し か し
現世 とい う場に置かれ,様 々な歪 力を受 け るとき,その精神の"imperviousness"
とは ど うい うかた ちの もの こそが真で あるか それ を明 らか に しよ うとす る
ものであ った と言 えるで あろ う。 この こ とについて,私 はすでに他の場で詳細
E53]
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に論 じたが,以 下において更に光を側面か らあてて考えてみたい。
??
改 訂 版Sanctuaryの第7章,第8章 は,Popeyeや.Goodwinたち が 酒 の 密
造 の た め に 利 用 して い る廃 屋theOldFrenchmanplace(こ の 名 前 は 書
モか
き直 しの際に初めてつけ られた もので,オ リジナル版ではまだ無名である)に
思いがけぬ成行 きか ら紛れ込 んで しまったTempleが,男 た ちの欲望に取 り
巻かれつつ恐怖 の一夜を過 ごす,そめ時め様子を述 べた箇所であ る。 ところで,
未改訂版では第X章,第XI章 として取 り扱われているこの部分のMS.を 調べ
て行 くと,そ の夜,離 れの部屋で一人寝 ることにな ったTempleが,男 た ち
(1)菊 池 昭,「 未 改 訂Sditctuarン に お け る 宜ora叩BenbOwのince6thousな 感
情 を め ぐ る問 題 」,'大橋 健 三 郎 編 『ウ ィ リア ム ・フ ォ ー ク ナ ー 資 料 ・研 究 ・
批 評 』(南 雲 堂),1(1978),pp.1--22.
(2)こ の 廃 屋 に っ い て,ナ リ ジ ナ ル 版 の 原 稿 の 記 述 は 次 の よ うに な っ て い る 。``the
ruinedmonumenttoitsbuiIderwhosenamewaslostwiththelostdustof
hisanonymousbonesamonghisneighbors"(MS.16,TS.61).
こ れ に 対 す る 改 訂 版 の 記 述 は,"ltwasalandmark,㎞ownas、theOld
Frenchmanplace,bui'!tbeforetheCivilWar"であ る が,こ の こ と に 関 し,筆
者 はJamesB.Meriwetherサ ウ ス ・キ ャ ロ ラ イ ナ 大 教 授 か ら次 の よ うな 書 簡 を
も ら っ て い る 。
AndIagreeaboutthesignificanceofFau1㎞er'sadditionofthenameof
``TheOldFrenchrnanPlace"in
.thefirstchapterofthefinalversionof
Sanctecary.Hehadcreated.Frenchman'sBendasasettingfortheShopes6s
in"FatherAbraham"inlate1926,0rearly1927,andtherewassomeuse
,oftheplace,asyou㎞ow,inFlagsinthel)ust・Hecontinuedtowork
withthissettinginshortstoriesdonewithinthenextcoupleofyears_
"Mi
ssZilphiaGant"isone.Idonotrecallanyuseof"TheOldFrenchman
Place"earlierthanin"LizardsinJamshyd'sCourtyard,"whichhesubmitted
totheSat"rdaンEveningPostinMay,1930.Thisuseofit,ofcourse,
antedatesbysomesixmonthsitsadditiontothegalIeysofSanctuary.
1『agreewithyouabsolutelyaboutthesignificanceofthisaddition-this
tシingtdgether'ofthe'modernWastelandsettingofsomuchof・Sanctuary
totheolderruralsettingoftheevolvingSnopessaga.
な お"Fathe士Abraham"中 のFrenchman's忌Bendに つ い て は,大 橋 健 三 郎 東
大 教 授 か ら もMeriwetherと 同 じ御 教 示 を え た 。
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の闊入に 怯えなが ら身に まと う"raincoat"に,Faulknerがひ どくこだわ っ
てい ることに気づ く。 「不 自然に こだわ ってい る」 とい うよ りも,そ れはむ し
ろ,不 自然 にな る ことを敢えて無視 して こだわ りっづけている とさえ言え るも
ので,我 々は まず第X章 のMS.53の 中で,奇 妙な措 辞にぶつか るのであ る。
そ れ は ・Templeの 男 友 だ ちGowanが,Goodwinの 仲 間 で あ るVanに 撲 り
倒 され て血 だ らけ のままTempleの い る部屋に運ばれて来 た ときの彼女 の様
子を述 べた条に現われ るものだが,理 解 の便のため,MS.,TS,および改訂版
(Revisedversion.以下Rの 記号で表わ し,数 字を後続 させ る時は当該ペ ー
ゆ
ジを示す もの とす る)三者の記述を対照すれば次の通 りである。
MS.53:
Standingthereinthecornerbehindthebed,inthatraincoat.
TS.137;R.158:
StandingthereinthecQrnerbehindthebed,withthatraincoaton.
MS.53に"thatraincoat"とあ るが,"raincoat"につ い て の 記 述 は,MS.
の これ 以 前 の 部 分 に は 全 く出 て 来 な い 。こ のMS.第X章 は 改 訂 版 で は 第19章 に
移 され,そ の 場 合 に はraincoatのこ とが す で に 第8章(オ リジ ナ ル 版 の 第XI
章 に 該 当)に 出 て い るか た ち に な るか ら,(改 訂 版 を 読 む 場 合 に は)何 の 不 自
然 さ も感 じな い の だ が,MS.,TS.だ け を 読 ん で 来 た 者 は,こ こで こ の 唐 突 な
"thatraincoat"にぶ つ か る とい さ さか 途 惑 い を 覚 え るに 違 い な い
。 な ぜ こ こ
で 突 然,指 示 詞"that"が 出 現 す る こ とに な った の で あ ろ うか 。 敢 え て 臆 測 す
る な ら,オ リジ ナ ルSanctuarツの 原 稿 を 書 き進 め て 行 くFaulknerの意 識 の
中 で は,そ の時 まで に"raincoat"にど うい う意 味 を 持 た せ るか 一 一 作 品 の 中
で ど の よ うな 提 出 の 仕 方 に した らよい か と い う こ とが す で に 相 当 以 上 に 練 られ
て い た ので あ り,つ ま り彼 自身 に と っ て そ れ は 極 め て 親 しい 観 念 に な っ て い た
た め,こ の 語 が 初 出 で あ る とい う意 識 を 持 た な い ま ま筆 が 走 った 結 果 の 措 辞 で
あ った,と い うこ とか も しれ な い 。 推 測 は 飽 く まで も推 測 で しか な い が,し か
(3)改訂版 のペ ーtジ・レフ ァレソスはすべ てRandomHo血se版Sanctuary
(Copyright1931,renewed1958,byWilliamFaulkner)による。
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しFaulknerが,ここに出 して来た"raincoat"にi舞台の小道具,添 え物以上
の意味を持たせていた ことだけは紛れ もない こ とに思われ る。
因みに,改 訂版P.159には次の一文(MS.,TS,同形)が 出て来 るが,こ れ
は実はMS.54で あ とか ら一?一ジ ソに書 き足 された ものだ ったので ある。
Hewenttothebedandsaid`Iwanttheraincoat.Situpandtakeitoff'
andIcouldheartheshucksrattlingwhilehetookitoffofher,thenhe
wentout.Hejustgottheraincoatandwentout.ItwasVan'scoat.
(MS.54,TS.138;R159)・
Faulknerの初 めの予定では,欲 望に狂 った男たちがTempleをめ ぐって激
しい鞘 当てを した あ と,と に もか くに もそれぞれが一度 引 き取 って行 き,し か
しそ のあ とでRubyが も う一度Templeの 寝 てい るそ の暗 い部屋に戻 って様
子 を見てい ると,ど うもまだ この若 い娘 が気 にかか る とい うわけなのだろ う,
まず最初にLeeが,次 にTommyに あ とをつけ られなが らPopeyeが,と
い う具合に,男 た ちもまた こっそ りTempleの様子を うか がいにや って来 て,
また こっそ り帰 って行 く一Faulknerはただそれだけで ここを終 えるつ も り
で あ った よ うに思われ る。 ところがふ と,Templeの まとっていたraincoat
をGoodwinに剥 ぎ取 らせ る ことの意味,つ ま りGoodwinのそ の行為が,
Faulknerの中で初 めか ら構想 され,す っか り根 を下 ろ していたraincoatの象徴
的意味(こ の ことについては後述す る)を 更に強化す るもので あることに気 が
ついて,上 掲の一節 を書 き加えた よ うに考 え られ るのであ る。
未改訂版 第X章(改 訂版 第19章)に は,"raincoat"について も う一箇所 そ
れが最初は どこに置かれていたかを説 明す る次の文章が ある。
Theraincoatwashangingonthewal1,andshehaditon,overhercoat.
(MS.53,TS.137;R.158)
さほ ど長 くもない一暢 面に同 じことばが三回使われ るとい うのは,決 して無視
で きることでは ない と思 うが,MS.,TS.の次の章,第XI章 に行 くと"raincoat"
の語が使 われ る場面 は前後10回に もな り,し か もここでは更にFaulknerがこ
の ことばに特別 な意味を こめていたに違いない と推測 させ るい くつかの間題 が
s際群 謬糖 鱒 ∫謝 そ一榛萢
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見 出 せ る の で あ る。 まずMS.,TS.に お け る第XI章(改 訂 版 での 第8章,PP.
67r75◎1』す べ て'.「TS..ど同 形)』に お い で,』``rainごoatガが 現 お れ るー箇 所 を 列 挙 し
て み よ う。'
(1)!舶[S.61:
Onthewa11,fromn411s,#ungaraincoatandakhaki℃overedcanteen
TS.158:
Onthewallhungaraincoatandakhaki_coveredcanteen.「
(2).MS.62:'Sh6t
ookthera量ncoatdownfromthewallandputitonab◎veher
owncoatandfastenedit.
TS.160言
Shetooktheraincoatfto!hthenairandputitonoverher'dWncoat
andfastenedit
(3)・MS.62:
Tllenshe..,drewtheraincoatcarefullyaboutherlegsandlaydown,...
TS.160:
Thenshe_drewtheraincoatabout・herlegsandlaydown,...
(4)MS.62:
Insteadshepausedandsheopenedtheraincoatandproducedacompact
andjwatchinghermotionsinthetinymirror,shespreadandfluffed
herhairwithherfingersandpowderedherfaceandreplacedthecompact
andlookedatthewatchagain.andfastenedtheraincoat.
TS.160哨61:
Againshepaused.SheopenedtheraincoatandProducedacompact
fromsomewhereand,watchingherniotionsinthetinymirror,she
spreadandfluffedherhairwithherfingersandpowderedherface
andreplacedthecρmpactandlookedatthewatchagainandfastened
theraincoat.
(5)MS,63,TS.163:
Hesaw,Vantakeholdofth¢raincoatuponTemple,sbreastandrip
itopen.
(6)MS.63:
BeneaththeraicoatonTemple'sbreastTommy'couldseetheother
handmoving,communicatingafaintshadow,ofmovementtothecoat.
TS.164:
BeneaththeraindoatonTemple'sbreastTommycould'seethemovement
of.the・otherhand,com卑unicqtinga$hadowofmovementtot耳eco孕t.
(7)MS.63,TS..164:
AcrosstheroomTemplestoodcrouch6dintbthecorner,fumblingat
thetornraincoat.一
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(8)MS63:-
Heturnedandcrossedthefloorandwentsw量ftlyaroundthebedand
caughtTemplebythefrontoftheraineoatwithonehand.Hebegan
toshakeher.Holdingherupbythegatheredwadofcoatheshook
her,...
TS.165-66:
Heturnedandcrossedtheroomandwentswiftlyaroundthebedand
caughtTemplebythefrontoftherainc6atw三thonehand.Hebeganto
shakeheLHoldingherupbythegatheredwadofcoatheshookher,_
(9)MS65:・
HewastherewhenLeecameoutofthehousec〃 り9'"gtheraincoat
andenteredthekitchen.(Italicsmine)
TS.167:
HewastherewhenGoodwincameoutwiththeraincoat.Goodwin
enteredthekitchenwithoutseeinghim.
⑩MS.65:
thenLeeemergedwithVanfollowinghim,theraincoatonhisarm
嚇(sic)
TS.167:
thenGoodwinemergedwithVanfollow玉nghim,theraincoatonhis
armnOW.
まず注意 したい こ と は,(9)のMS.65か ら引用 した一文にあ る"carrying
theraincoat"で,MS.を見 る と,こ れは原稿の行間に斜線 と下線で挿入 の し
る しをつけ て,あ とか ら書 き加 え られた ものなので あ る。MS.54で,Goodwin
がTempleか らraincoatを剥 ぎ取 った とい う叙述 をつ け足 したのだか ら,
そ の コー トを(Goodwinが)ど うしたかにつ いて書いておかねばな らない と
い うことであったろ うか。多分それ もあった と思 う。 しか し,そ れが この書 き
足 しの一番重大な理 由ではなか?た はずであ る・余 りに も取 ってつけた とい う
感 じが強 す ぎて,不 自然 としか言い ようがない。 しか も よく観 察すれば,プ ロ
ッ ト上の こ うい う不 自然 さ 『 い ささか無理な話 の進 め方は,上 記のMS.54,
つ ま りGoodwinがTempleのま とってい るraincoatを取 りに来 るところか
らすでに始 まってい るのであ る。
そ こでは まず,Goodwinがraincoatを取 りに来 るのは,そ れがVanの も
のだか らだ とい うことに され る。それ な らなぜ,Van自 身が取 りに来 るよ うに
書か ない のか。VanがTempleに 食指 を動か しているので,Vanに 取 りに来
聖燗 笥5蓼鱒 ∫謝 毛一嚇)59
・させ るのば危険だか ら・Pと い うのでば辻 褄が合わない。Gσ6dwi血、自身が,'これ
の直前に露骨にTempleへの野心を見せたばが りだか らであ るbそれに もかか
わ らず こ う書 くのは,Goodwinがraincoatを剥 ぎ取 るとい うまさにそ の こと
が象徴的な意 味を作 り出す ことにあ とか ら気がつ き,そ こで急 きょそれをマ ー
ジ ソに書 き加えた とい うこ とでは なか った ろ うか。
あるいは,仮 にVanに はほかに何か用事が あった ので,代 りにGoodwin
が取 りに来た のだ と解釈 してみ て も,そ れが も とも とVanのraincoatであ
るな ら,取 って来た あ とはVanが 持 って歩 くのが 自然であ る。だが,ま さに前
述(9)のMS.の 書 き込みに よって,raincoatは最後 までGoodwinが持 ってい
ることに され るのであ る。おまけに上掲(5)の引用文に よれば,Van・はTemple
に挑みかか って折角の 自分の コー トを 自分 の手で引 き裂 くのであ り・それは ま
だいい と して も,こ のraincoatが単 な る小道具 にす ぎぬ ものな ら,Temple
ぼそのま まーそ の破 れ コー トを ま と って い て もいいわけで,Vanが 自分 の手で
破 って しまった ようなさほ ど貴重で もない ものを,ご 丁寧に もGoodwinがわ
ざわ ざ敢 りに来 るとい う設定にす る必要 もないはずであ る。 つ ま りFau1㎞er
に してみれば,rainCoatが誰の ものであ ったかは問題でな く,rainCOatそれ 自
体 とそれをめ ぐる人間た ちの動 きに こそ意味を見 ていたのだ といえ るよ うに思
う。
大体,こ の廃屋 の一夜にraincoatが出て来 ること自体が,い ささか不 自然
なので ある。FaulknerはTempleがGoodwinたちの住みかにや って来た時
の天候 を,
MS.44:
Thehousecameinsight,risingabovethecedargrovebeyondwhose
blackintersticestheqap歯orchardflauntedinthesunnyafternoon.(sic)
TS.111;R.40:
Thehousecameintosight,abovethecedargrovebeyondwhoseblack
intersticesanappleorchardflauntedinthesunnyaftemoon.
と書 き,こ の 家 で の 騒 動 のL夜 が 明 け た 次 の 日に つ い て は"Sheopened・the
doorandpeeredout,atthehouseinthebrightMaysunshine,thesabbath
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peace"(M$55・TS・142;R・70)と述 べ て,ど う考 え て もraincoatが必 要 だ
った と思わせ る ようには書 いていない。
raincoatがTemple自身には どんな意味があ ったかについては,Faul㎞er
はず っ と後 の章(MS.,TS.第)㎝ 章;R.第23章)でTemple自 身の 口か ら
Horaceに説 明す るとい う書 き方に してい る。
"Th
enIthoughtaboutfasten董ngmyself叩someway.Therewasagirl
wentabroadonesummerthattoldmeaboutakindofironbeltinamuseum
akingorsomethingusedtolockthequeenupinwhenhehadtogoaway,
andIthoughtifIjusthadthat.ThatwaswhyIgottheraincoatandput
iton.ThecanteenwashangingbyitandIgotittooandputitinthe-"
"Cant㏄
n～"Horacesaid."Whydidyoudothat～"
"Ido
ntknowwhyItookiロwasjustscaredtoleaveitthere,Iguess...."
(MS.101-2,TS.266;R.210)
つ ま り,貞 操 帯代 りに したか った とい うわけだが,し か しそれな らば,な ぜそ
れが他 の ものではな くてraincoatでなければいけなか ったのか一 この こと
については,更 に突 っ込んだ考察が当然必要になるし,しかもまたそのことの
考察に よって,我 々はFau1㎞er文学理解の重要な一つ の鍵 を握 ることにな る
だろ うと思われ るのであ る。それ を次章で考えてみたい。
ii
ほ　
Sanctuaryの前作TheSoundandtheFuryにおいて,Quentinの抱 く
幻想一 妹Caddyに 対 してincestを犯 した とす る彼の幻想は,彼 の少年時
代 のあ る雨 の 日の思い出に根を置いてい る と考 えることがで きる。 い ささか煩
(4)周 知 の通 り,改 訂 版Sanctuarンは1931年に 出版 され たが,オ リジ ナ ル版 の 草
稿 は1929年1月 か ら同 年5月 まで の間 に書 かれ て い る。一 方,1930年出 版 のAs
ILayDンingは,そ の マ ニ ュス ク リプ トの 第1ペ ー ジ に1929年10月25日の 日付
を持 ち,従 っ て1928年に 書 か れ たTheSoundandtheFuryの 次 作 は,実 質
的 に はSanctuarptと考 え な けれ ば な らな い 。SeeJamesB.Meriwether,The
LiteraryCareerofVVilliamFaulkner((iOlumbia,S.C:University・f
SouthCarolinaPress,1972),pp.65-66.
Sanctuaryにお け る 「レイ ン コー ト」 と
「水 筒 」 の イ メジ ャ リーに っ い て(菊 池) 61
雑だが,論 を進 める必要上周知 のその場面 を も う一度振 り返 ってみ よう。
屋根にあた る,何 や ら血 が脈打 っているのに似 た雨 の音を耳に しなが ら,そ
の 日彼はNatalieとい う女の子 と厩の中で遊 んでい る。 「きみは坐 った ままダ
ソスを した ことがあ るかい?」 一 一Quentinはわ ざ とCaddyに みせつけ る
ような ことをす るのだが,そ のあ と彼は,雨 よ り温 いけれ どひ どく臭 い泥の中
を ころげ まわ ったあげ く,そ の泥をCaddyのか らだ中に塗 りつけ るのであ る。
Caddyは彼の顔 を平手で撲 りつけ,し か しQuentinの方は,雨 の甘い味 わい
くぶ
は感 じられて も妹に打たれた痛みは感 じられないのだ。
この少年時 の思 い出が,20歳のQuentinの錯雑 した意識 の中では,今 や ど
こか らどこまでが現実にあ った出来事で,ど こか らが幻想 なのかわか らな くな
ってい ると して も,そ して"etemalpunishment"の観念 と死に惹 か れ る
　
Quentinが,ま さに この 思 い 出 を も って 自分 の犯 したincestの証 拠 な のだ と
信 じ よ う と した に しろ,あ るい は また む しろ,FaulknerがCleanthBrooks
　
門下 の一学生に与 えた手紙 の中で述 べ る通 り,彼(Quentin)にはincestを犯
した と信ず る世 界が必要だ ったために この幻想に溺 れ込 んだのか も しれな いに
しろ,ど ち らに して も,上 述 の思い出の意 味す る所 が全 く性 的な ものであ るこ
とに間違 いはないで あろ う。
TheSouadandtheFuryが,Faulknerの心の中に あった お尻を泥 で
エ　カ
汚 した 女 の 子 の ド ロ ワ ー ズ の 情 景 か ら生 ま れ た も の で あ る こ と を 考 え,一 方
Sanctuaryにつ い て は,『 ウnリ ア ム ・ フ オ ー ク ナ ー 一 資 料 ・研 究 ・批 評 』
第1号(Note1参 照)の 拙 論 中 に 引 用 したNarcissa宛のHoraceの 手 紙 の 中 に
示 さ れ て い る も の を 通 し て 見 る な ら,FaulknerがTheSoundandtheFesry
に お い て もSanctaarツ に お い て も,変 わ らず"mud,""mire"を 性 的 な 結 合 を
(5)SeeTheSoecndandtheFury(London:Chatto&Windus,1966),pp.133-36.
(6)See"Appendix,"TheSoasndandtheFury&AsILay1)yin9(New
York:ModernLibrary,1946),p9.
(7)CleanthBrooks,VVilliamFaecllener:TheYoknaPatawPhaCeuntry
(NewHaven=YaleUniversityPress,1974),p445.
(8)WritersatVγorle'TheParisReviewlnterviewsMalcom(bwley,ed.
(NewYprk:VikingPresst1958),p.130,
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含 め た 広 い 意 味 で の 「汚 れ 」 の 意 味 に 使 っ て い る こ と は た し か で あ る 。 そ し て
Faul㎞erの 中 で,「 雨 」 は ま さ に こ の 泥 を つ く り 出 す も の,汚 れ の 前 段 階,そ
れ を 予 告 す る も の と し て イ メ ー ジ さ れ て い た と 言 え る よ うに 思 う。 更 に 雨 は ま
た,雨 滴 で あ り しず くで あ っ て,そ れ は 衣 服 にperviousな も の,つ ま り,
内 部 に 浸 透 しそ れ を 侵 す と い う意 味 に お い て,Faul㎞erが 訴 え る と こ ろ の 人
間 と し て の 真 実 の 生 き 方 に か か わ る"imperviousness"(前掲 誌 中 の 拙 論 参 照)
の 反 対 物 と して イ メ ー ジ さ れ て い た とみ て 間 違 い な い で あ ろ う。 こ の 雨 滴,し
ず く は,更 に そ れ が 臭 気 を 帯 び て い る 時,一 層 は っ き り と 倫 理 的 退 廃 の 兆,あ る
い は 性 的 な 欲 望 を 含 む 性 的 行 為 の 予 告 に な っ て い る と考 え られ る よ うに 思 う。
上 記 の,Quentinの こ ろ げ ま わ る 泥 も"stinking"な も の だ が,オ リ ジ ナ ル
Sanctuary第 玉章 でHoraceは 自 分 の 結 婚 生 活 の み じ め さ 一 つ ま りは,10
年 間 妻 のBelleに 対 し て 抱 き っ づ け て 来 た 不 満 を,次 の よ うに 表 現 し で い る 。"
ButIhavedoneitfortenyears.AndIstilldonotliketosmellshrimp.
ButIwouldn'tmiridthatsomuch;Icould-standthat:it'sbecausethe
packagedrips.Allthewayhomeitdripsanddrips,untilafterawhileI
followmyselftothestation,standasideandwatchHoraceBenbowtakethat
boxoffthecarandstarthomewithit,changinghandseveryhmdredsteps,
andIfollowinghim,thinkingHereliesHoraceBenbowinafadingseriesof
smallstinkingspotsonaMississippisidewalk.
(MS.20,TS.68)'
こ の 話 は,Sartorisと し て 書 き改 め た と き に 削 除 さ れ た も の の 実 はFlags
ゆ
intheDustに一度出て来 るもので,そ こでのHoraceはBelleとの結婚 生
活 を始 めたば か りとい う設定なのだが,そ れに もかかわ らず彼はBelleとい う
心のいや しい女 との生活にす っか り疲 れ果ててお り,し か しこの時 は,.小えび
の包か ら滴 る しず くに まだ取 り立 ててい うほ どの意味は こめ られ ていないσ そ
れだけに,オ リジナルSanctuaryになって新たに強調 され ることにな った こ
の小 えびか ら滴 る臭い しず くは,大 きな意味を持 って来 ると考 えないわけには
行 かないであろ う。 ・
(9)FlagsintheDust(NewYork:RandomHouse,1973),pp.343-45.
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「雨 」 が い うな れ ば 「水 」に 違 い な く,そ しでTheSoundandtheFurytlc
ご　ユ こ　り
お い て は,「 水 」は た しか にMichaelMillgateあるい は、LawranceThompson
の い う通 りま ず 「浄 化 す る も の」 と して あ る とい え る。CaddyはDaltonAmes
と関 係 して 肉 体 の 純 潔 を 失 った あ と,服 を 着 た ま ま 小 川 の 中 に 坐 る。 「お 前 は
気 が ふ れ た の か」 とい うQuentinに何 も答 えず 坐 りっ づ け,「 風 邪 を ひ きた
い の か」 と き け ば 「そ うだ 」 と だ け 答 え る。 自暴 自棄 な の で は な く,彼 女 は 水
に 浸 る こ とで わ が 身 を 浄 化 し よ う と して い る の で あ ろ う。 そ う考 え て い い と思
う。 だ が こ の時 のQuentinが,し つ こ く立 ち こ め るす い か ず らの 匂 い に 悩 ま
され る よ うに,Caddyに もす い か ず らの 匂 い は"it[thesmellofhoneysuckle]
wasqnherfaceandthroatlikepaint"のも の だ った の で あ り,事 態 は、もは や
手 お くれ で,彼 女 の 浄 化 の 願 い は む な しい も の で しか な い の だ 。彼 女 は"Ihate
himtDaltonAmes]"ある い は"Idieforhimoverandoveragainevery
timethisgoes"とい うも の の,し か しま た,い まや"Imwetallover"(sic)
こ　
ともいわ ざるをえない。 ここでの 「濡れている」 とい うことばの意味は,も ち
ろん 自分 の内部が外力 の浸透 を受けた とい うこと,そ れは多分,』七歳 のCaddy
が,小 川 で遊びなが ら服を濡 らしてQuentinにな じられた とい う,Benjyの
で　
記 憶 の 中 に あ る 暗 示 的 な 出 来 事 と呼 応 す る も の だ ろ うが,(人 が)衣 服 を ま と
っ た ま ま 水 の 中 に 入 る な ら,「 衣 服 」 が そ こ に 介 在 す る と い う ま さ に そ の こ と
に よ っ て,水 は そ の 時,浄 化 す る も の とは な らず に,逆 に 衣 服 を 通 し て 滲 み 込
み,内 部 を 「濡 ら し て 」 害 わ し め る も の を 表 象 す る こ と に な る,と い う の が
Fau1㎞erの 抱 い た イ メ ー ジ で は な か っ た ろ うか 。
⑩MichaelMillgate,TheAchievemento/VVilliamFaecllener(London:
Constable,1966),P.86.
01)SeeLawranceThompson,V7illiamFaulkner:AnIntroductionand
lnterPretation(NewYork:Holt,RinehartandWinston,1967),p.36.
⑫ 以 上 の部 分 に つ い て はseeTheS・Ptndand .th・Fa・Pt・PP・148-53・
な お,水 浴 に よ る浄化 と い う こ とに つ い て は,短 篇"ThereWasaQueen"の
中 の,小 川 に 浸 るNarcissaの話 も極 め て 暗示 的 な もの だ ろ う。See"ThereWas
aQueen,"1)octorMarti-noandOtherStories(London:Chatto&Windus,
1966),pp.217-21,'
03TheSoundandtheFury,PP.15-16.
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とまれ,TheSoundandtheFecryllこおいて雨は必ず しも常に性的 な もの
の予兆であ るとは言えないに して も,し か し何か しのび寄 って来 る不幸 な り不
安な りの前触れ,あ るいは(廃 屋の夜におけるTempleの ように)さ だかな
らぬ何や らの不幸,不 安 を心に抱 く者のに おい としてBenjyに 嗅 ぎとられ て
い る。黒人のVershを含 め,Benjyは父に もQuentinにも雨 のにおいを 嗅
ぎ,木 の よ うなに おいのす るCaddyに さえ,彼 女が全身ずぶ濡れにな った と
ごユゆ
きには,普 段 と違 う雨のに おいのま じった ものを嗅いでい る。そ してまた,少
女のCaddyがBenjyを抱 きなが ら 「私は雨が憎い。何 もか もが憎 らしいの」
ごユロ
と言って泣 くことについても,我 々はそれを,彼 女が幼いなが らに,や がて長
じて後にわが身の陥ち入る避けがたい不幸を肌で感 じ取 りつつ,そ の予感に対
する怯えと嘆きを訴えた ものと眺めることができるかもしれない。
iii
さて こ う考えて来 て,今 度は ここか ら逆に歩いて行 ってみ ると,ま さ しくそ
こに,Fau1㎞erが"raincoat"なるものに荷 わせていた象徴的意味が明 らか
に見 えて来 るよ うに思 う。すなわ ち,間 違いな くそれはFaulkner雨「雨」 を
防 ぐもの,つ ま り不幸,不 安,な い し性的な ものの浸透を遮 るものfTemple
のい う貞操帯的な もの として働 い て い るの で あ り,か く して 今や我 々は,・
Fau1㎞erがあれほ ど"raincoat"にこだわ り続 け,そ して汚れ の初体験 の予感
に怯 えるTempleにそれ をま とわせた理由を理解す るのである。
しか し,そ れではなぜFaul㎞erは,Templeの防御膜であ るこのraincoat
を,Vanで はな くてGoOdwinに剥 ぎ取 らせ ることに した のか。 なぜそれ は
Popeyeであ ってはいけなか ったのか一 この問題 にな るわ けだが,Goodwin
がTempleか らraincoatを取 り上 げる とい うこのささやか な設定が,実 は物
語の より大 きな展開に深 くかか わ ってい るものであ ることを指摘 したい。
a4Seeibid.,pp.17,62,64,66.
⑮lbid.,P.55.
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Popeyeはこの作品で,(raincoatを)剥ぎ取 る者であ ってはな らない。 な
ぜな ら彼は,Templeにとっては まさに 「泥」 としてあ る ものでなければな ら
ないか らであ る。 あ るいは,女 子学生 としてTempleの行動に関す る叙述 中
に暗示 されてい るものか ら見 て(そ してそれは,オ リジナル版では より露わに
な っている といえるが),Faulknerが彼女を最初か ら精神的に堕落 して い る
女 として イメージ していた とすれば,LeslieFiedlerのい う通 り,「 血 まみれ
の トーモ ロコシの穂軸 を持 ってい るのは,果 してPopeyeなのかTempleな
て　の
のか」 とい う意味におて,「 泥」は まさに二人の 「関係」 の ことと言って よい
だろ うが,Popeyeとい う泥,あ るいは二人 の泥 の関係をつ く り出 した直接 の
原因は,改 訂版 でいえば,"第11,12両章,オ リジナル版 では第X章 に述べ られ
てい る,廃 屋での一夜が明けたその 日の朝か ら,Goodwinが 執拗にみせ る
Templeへの執着 なのであ り,彼 はその意味 で泥をつ くる雨 の役 割を果す もの
といわ ざるをえない。 ことばを換 えていえば,GoodwinはPopeyeの起爆剤
だ ったわけだが,と もあれあの周知 の醜悪 な悲 劇は次の よ うな順序で始 まる。
すなわ ち,目 を離 さずにTempleの い る納屋を眺めつづけ るGoodwinの顔
つ きか ら欲望 のにおいを敏感に嗅 ぎとったPopeyeは,``Who'sdownthere?"
(MS.58,TS.151;R95)と訊ねて無 言のGoodwinから百万言に勝 る返答を え
る と,今 度は みずか らの欲望 を奇形にぶ くれあが らせなが ら,ひ そかに納屋の
うしろ側 か ら侵入 してTempleを 犯す一 彼女 と泥の関係を結 ぶのであ る。
とすれば,筋 の運びに少 しぐらいの無理,矛 盾が出 よ うと,晴 天続 きの 日和
を度外視 して"raincoat"を持 ち出 し,そ れ とGoodwinとをか らませ ること
は,Faulknerにとって ど うして も必要 な ことだ った といわねば な らないであ
ろ う。
iv
"raincoat"がこ う した 意 味 を 持
っ て 提 出 さ せ ら れ て い る と す れ ば,廃 屋 で
⑯LeslieA.Fiedler,LoveandZ)eathintheAmericanZaNovel(London:
Paladin,1970),p.301.
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の一夜,怯 えたTempleが 同 じに 自分 の枕元に持 って来 る"canteen"にも何
かの意味が こめ られているか もしれない。"canteen"が登場す る場面 も決 して
少い とはいえない。
(1)Onthewallhungarajncoatandakhaki-coveredcanteen.
(MS.61,TS.158;R.67)
(2)Sheliftedthecanteendownandreturnedtothebed.
(MS.62,TS.160;R.68)
(3)Akhaki-coveredcanteenandoneslipperlayonthebed.
(MS,56,TS.143;R.86)
(4)〔Temple〕tookthecanteenandhungitonanailinthewall.
(MS.56,TS.143;R.86)
●
先に引用 した一一文(MS.101-2,TS.266;R210)の中 で,TempleはHorace
に,水 筒をそのままに して置 くのが こわか った と語 ってい る。 なぜ こわか った
のか。 水筒を,そ のかた ちか ら類推 して男性生殖器の シムボルにな ってい ると
み ることは ど うであろ うか。つ ま りTempleは,自分 の肉体 を求 める 「男」 の
欲 望に,絶 えず壁の上 か ら見下 ろ されてい るような気が して怯えた のである。
Sanctuaryの中で,心 理学的 シムボルに よる解釈 が可能 であ る と思われ る場
面は,ほ かに も欲情に狂 った 、Templeがピス トルをねだ りなが らPopeyeの
下 腹部に手 をのば し,そ のilnpotenceを思い 出 しては っとす る場面(オ リジ
ナル版 第XIX章:MS.109,TS.287;改訂版第24章,P.229)に見受け られ るが,
こ うしたFreud心 理学的 シムボルの使用は,初 期 の未発表作 品"Elmer"の
ぐユの
中 に す で に 見 出 され る。 そ こで は,Elmerが 幼 年 期 に"cigarstubs""long
taperingwhips"等を 偏 愛 した こ とが 述 べ られ て い るの だ が,JosephBlotner
ぐ　ロ
の い う よ うに,そ の こ とはElmerのpsychosexualityの 表 わ れ と見 て い い だ
ろ う し,Faulkner自 身 の 語 る こ と ば か ら も,彼 が 作 品 中 に 何 度 か そ う した 種
(功Thetypescriptof``Elmer"iv.44-45.ペー ジ ネ 一ーシ ョγはFaulkner自身 に.
よ る もの 。
⑱JosephBlotiner,Faulkner:ABiographツ(NewYork:RandomHouse,
1974),1,459,
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ぐユ　コ
類の シムボルを使 っただろ うとい うこ とは推測で き る。Faulknerの作 品 を
Freud心理学的見地 か ら眺め ようとす ることは,よほ ど慎重 な配慮がない限 り,
結局はFaulknerのみな らずFaul㎞erその人 の評価 を救いがた く歪 めて しま
うものだが(前 掲誌 拙論参照),し か し少な くともこの"canteen"について
だけいえば,上 記 の ような意 味での心理学的 シムボル の利用 であ った とみて差
しつ か え な い の で は な い だ ろ うか 。
⑲FaulknerintheUniversity,FrederickLGwynnandJosephBlotner,
eds.(NewYork:RandomHouse,Vintageedition,1959),p.147.注意す べ
き こと は,Faul㎞erの 発言 の力点が,シ ムボルを作 り出すのに作 家 がFreud
心理 学を知 ってい る必要 はない のだ,と い う所 に置かれ てい る ことを見落 さない
ことであ る。Faul㎞er自身 の再三 の否定 的発言 に もかかわ らず,耳 学 問であろ
うと何であろ うとこ うした シムボルを用 いた とい うこ とに,と にか くFau1㎞er
へのFreudの 影響 を見 るとい うのな ら,そ れをす ら斥け るこ とはで き な い だ .
ろ うが,し か し影響 といえ るのはま さにそ こまで で しかあ るまい。本文 引用中,
Faul㎞erがTempleに"Iwasjustscaredtoleaveitthere"と言わ せたそ
の こ とは,た だ の ことば の綾 で あ るわ けは ない。Templeは間違 いな くこの時,
ただ生 娘 らし く 「おそ ろ しか った」 のだ 。 現 実 とはま さ に そ う した も の で あ
り,作 家 は現実 を まず そ のあ るが ままの姿にお いて捉 え る も の だ か らで あ る。
た しかに,問 題 の"canteen"に関 してそれを男性生殖 器 のシ ムボル と見 る考 え方
か ら,更 に も う一歩進 めた心理 学的 な解 釈を施 してみ る こともで きよ う。例 えば
rTempleが水 筒を 自分 のぞぱ に置 いた とい うことは,彼 女がそ の意 識下 に おい
て,実 は男性生殖 器 を所有 したい一 男との性交 渉を持 ちたい とい う欲 望 を 持
ってい た ことを 示す」 とい うよ うに眺 め てみ ることは,Templeとい う娘が事件
以前 にすで に精 神的に退廃 してい た女であ った事実 を浮 かび上 らせ るのに役立つ
か も しれ ない。 しか した とえそ うだ と して も,そ れ は この作品 の読者 が,彼 の側
か らなすべ き洞 察であ って,決 して作者が本来 的に意 図 した もの と考 えては な る
まい 。読老 こそ は,作 者 の描 く世界 を よ り正 し く珪解 す るために一 あ るい はむ
しろ,作 者 の意 図 した所 さえ越え て よ りよ く理 解す るために,心 理学 であ ろ うと
何で あろ うと利 用で き るものはすべ て利用 しなければ な らない。Faul㎞erふう
にい うな ら,そ の意味にお いて(作 者 と等 しく)読 者 は限 りな く負 姜であ る こと
を要求 され るものだ ろ う。
だが,読 み手 な らぬ書 き手 であ るFaulknerが,既成 の心理 学を援用 して作品
を もの したな どと見 る ととは,一 体作家 としてのFau1㎞erにっ いて何を明 らか
にす るだ ろ うか。一 人 の娘がそ の精神 に もと もと退廃 の根 を蔵 していた とい うこ
とを示 したければ,作家は彼 自身 の叙 述を通 してそれ を語 らなけれ ばな らな い し,
事 実Faulknerはまさ し くそ うした手順を経 てTempleの精神 のあ りよ うを示 し
てい るのであ る。Fau1㎞erが,canteenのイ メ ジ ャ リーを通 し,Templeが
潜在意識的 に 男性生殖 器 の所有 一 一男 との肉体関係 を欲望 していた こ とを示 そ う
と した と考え るな ら,そ れ はFaul㎞erの工夫 を讃 え ることにはな らず,逆 に,
Faul㎞erとい う作家 が 「描 写す る」 労を惜 しん で,心理 学 の断片 的知識に助け を
か り,何 か 自己満足的 な判 じ物め いた一事 を投げ 出 してお茶をに ご した とけ な さ
れ る こどに もな りかね ないであ ろ うQ
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さて"raincoat"の持つ意味をTheSoundandtheFaryとの比較に おい
て探 って来たが,こ の ことか ら我 々は,こ のSanctuarツを書 く時 のFau1㎞er
の内部にはTheSoundand魏 θF協ッ と同 じライ トモチーフが引きつづき奏
で られ ていたに違いない と考えてみ るこ とが で き るだ ろ う し,更 に また,
Templeの堕落に関 し,そ れが,,こ の娘が肉体的に犯 され る前にす でに精神的
に汚れ ていた ことの当然 の帰結 とい うことであ り,従 って彼女をそ う描 くこと
に よって,肉 体 と精神を分離 して考え る当代社 会 の風潮 を批判 しよ うとす る意
こ　ラ
図 がFaulknerにあ った の だ と見 る な らば,SanctuaryのTempleDrakeを
直 接 に 引 きつ ぐ も の は,遠 く離 れ たReqeciemforaNun中 の 彼 女 で は な く
く　　コ
て,む しろ,Sanctuaryの 二 年 後 に 書 か れ たLightinAugustに お け る
JoannaBurden--JoeChristmasの肉体 と霊 を 二 つ 別 々 の 品 物 の よ うに 取 扱 う
Burdenであ る と考 え な い わ け に は 行 か な い で あ ろ う。
か く して 我 々 は,こ の オ リジ ナ ル 版 のSanctuaryを 書 い た 時 のFaulkner
く　　ラ
の態度が,決 してただに 「金 も うけのため」 だけ などとい うよ うなものではな
か った こと,つ ま り彼は,一 貫 して彼に最 も重要 である(少 な くとも,関 心 の
あ る)問 題 を追いつづけた ものであ ることを再確認す るのである。
⑳SeeThompson,p.165.
(21)LightinAugecstの 草 稿 は1931年8月17日 か ら書 き 始 め られ た 。See
Meriwether,pp,66-67.
⑳"lntroduction,"Sanctuarン(NewYork;ModernLibrary,1932),p.v.
